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【手続補正書】
【提出日】平成26年3月11日(2014.3.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　個体において腫瘍細胞の増殖の抑制に使用するためのタンパク質をコードするポリヌク
レオチドを含む組成物であって、
　前記ポリヌクレオチドによってコードされたタンパク質が、免疫グロブリンFc部および
前記腫瘍細胞によって発現されるレセプターのアンタゴニスト・ペプチドを含む融合タン
パク質であること、
　前記アンタゴニスト・ペプチドが、配列 KGVSLSYR（配列番号６）を含むこと
を特徴とする組成物。
【請求項２】
　前記タンパク質をコードするポリヌクレオチドが、組換え腫瘍退縮性ワクシニアウイル
ス中に存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記融合タンパク質がさらにＴヘルパー・エピトープを含む、請求項１に記載の組成物
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【請求項４】
　前記FcがヒトIgG1 FcまたはヒトIgG3 Fcである、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記組成物が、全身投与による使用のための組成物である、請求項２に記載の組成物。
【請求項６】
　前記使用が、さらに、前記個体に腫瘍血管破壊剤を投与することを含む、請求項５に記
載の組成物。
【請求項７】
　前記タンパク質をコードするポリヌクレオチドが、抗原提示細胞に存在する、請求項１
に記載の組成物。
【請求項８】
　融合タンパク質をコードするポリヌクレオチドを含む組成物であって、
　前記融合タンパク質が、免疫グロブリンFc部および腫瘍細胞によって発現されるレセプ
ターのアンタゴニスト・ペプチドを含むこと、
　前記アンタゴニスト・ペプチドが、配列 KGVSLSYR（配列番号６）を含むこと、
　前記融合タンパク質の発現後、２つの融合タンパク質のFc部の間にジスルフィド結合が
生じ、２つの前記アンタゴニスト・ペプチドの単量体ユニットに空間的な近接をもたらす
こと、
　前記単量体ユニットの間に連結アミノ酸が存在しないこと
を特徴とする組成物。
【請求項９】
　請求項８に記載のポリヌクレオチドによってコードされるタンパク質を含む組成物。
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